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1穫、t，華北禽地の南縁沿いに分布し・，より古期の台地砂構造方海を大体ひ1き賢いでい駆　こ　地

向斜の堆積物罫，細粒糟轡岩と炭酸塩質岩で，ところ鵜3　て億珪鉄質岩で鍬翻

　シ識ア糸馨に算漁穿ラ娠行・し／、脚達演韓霞餐舞悉展が畢論遷鱗露こ＝賊1す1∫）．、シ藷ア牽慧）2一．二〉の深い沈降潔1一

燕山と予藤一准爾一は，原生代の初生地購斜¢）獅線ρ前面に」布も，華実．蔦そのi韓斜型外側沈

降部とみ恐ことがで蓉難。この沈降部，よ，地向斜1メ騰　）地1皇簿斜的な選動が消滅した後急　発達

を続けた華、のであ ｝、、これらの沈醗．部嫉，大部分が中性である海底噴出の大ばi岩類，烈鐵源雛講、・

／、手．費類稀｝｝な1肇一麟立にア！ノツシユ様疏犀毒欝窒と炭酸壌謬蓄欝鞍二撚かわ養要厚レ・超三暦で趨警妻さ渋て

い恐．舞醤山沈降離では，こ○地弄1大＝；　）フリント㌃“，穿まれ’てい　、シ弊ア牽渉無鋸・姦　「シニ

ア紀葎雛ll帯．、靴つくザ、た鷺構運動が起こツゾ1二が，著　曙、‡，この運勤を，翫ll無のアシント系，

あるいはソ，嚢．）蝿三灘蒙豫鼠いう蕎1購嘗『ぐ3窃）バイカノレi　業舞灘し、・ぐいる

　先カンブリヤ紀＞造構運動で，　髪票癒｛　）りを／こたミ窟　　緊』ずでに震1．継ごに基ノ季こ．麺じた

山東雀の瞬成一羅窯江1韓懸牽泉肇　華北の依蘭一一伊灘ならこ）ミ紅敦イヒー密山轟．灘線よどむ　部欝慈で

　一雪講の藁患1鰹翼，たと．えば講舞郵タ養（感♪1ま，薩睡iで耀覧凱び欝1イヒ甲動、．オ祭筆f澄誰響ぐ』纂1二垂心・1・“よ檬ノ　繍

期の核填区別しごい蓄》、この蟹芝ぞ．tきで立置からみ≧ひと．　　　　　淳㌫撰振こほぽ業愛！礁響　｝もので

あ獲、が，、1、騎鰍菰れら霞靴1ξ1、い歯．ズ、い服－，鋤護．1し患て，澱二烈源生代の潅妻鑑柁麺1．麺

，虹禍1こき時代が建、涯こ禦麹・摺麟i帯が鋒　この核をと絵か鼎募、ないだ1ナでなくう　こ騨／亥をし奪　し韓

き》、「〉てい燈こと詫　｝。げ馬でいる　　謝諏寧i妻，　霊ギ趨髭躍　を諮隷鑛津緯態も騨奪こ嚢勤》“ミ薩煮1拠した¢デ〔．隷魂£

くき　ごく／数のタ纂カンブ1ノ艦ヂ砦藁¢瑳議諌寸鱗．で戦灘畷縫熱こよつてき屡1甥只、，て『い矯にΨすぎない

　／、1蘇1。銃ように，中i．1。榛地の造構発達黛、は，宵期台地の古、輿的な発達史とは著しく，難よ　　こ

（フ　とは，中灘の地覧家が齢．めてLば之〆ば強認Lてい灘と鵜ろ鷺あるひ、馬杏塩とかれの随僚

は警呼ぎ麟養挙葺也を驚巴、）の灘美1堂二した煮鎖去一騰繁諺ヒオ鴛よび琵鰍￥影禽逢懲一に鯵景ン1．〆ているオ窯酔　これ瞬’　、i’ぐ

なξ．荘展き愚程を餐縦箕、とするものである，、華；凱台凝慧の特煮鵜訟婁ヅ　1分が始生嵩罪からな恐凝1晶質燕襲

盤の位置が，浅いことでと1　　特拠台地のへ1）や中心認（山1難1）に至1期岩が著い照1す誉）

のは蚤　このためであぞ　　オル1ごビス糸己申莫彗妙、！愛はヲ台／也全鵡齪μ薩起、し匿i簗になつノ1瓢，そして鑑

姻難セ為石炭紀中期麺，全域挺わたつて1㌦讐スタワ、j海進をうけている、ベルム紀の蛎じめこ

ろに践寛シ難羅ヒ含鍵碁ま研鮎たたび騒鉱瓢なり旨中盤揮驚にな、メと塾繋難慧運動）離果肇肇麟也1船紅1　更ぴ鷹ミ

t藤鄭完i灘部C内擁玉懸i地〕が生じた、胤れらの温事輩雛C走i韓iこ二大覇／刀が1雌ヒ鐸憩挫で，曇ラツセ的な頚

　丸業をもち，層厚がきわ　）て大器い，粗粒の陸成雌象1積物で埋積’細てい7・，これら“沈降部＞、蕊

生じ礁際に，著しい火1．i．昨用と滋入／乍矯とが起菰つてい鷺）。

　擦藝鱈誰楚メ趨は，　よリテ藁眞堀二牽）六．　して鱗雌轍．覆緩鎌1，3仲襲全擁蔓葺i勺，、1＝漢葺縫誰　類二訟　ゴf起こぜll）たの恥　三・1．．1・

紀瑠、後であるっ1礁1蒋台博慰の壽鑓藻は、美絵辮迷くセ塩んで激嫡｝撃1馨出はは熟かに選蚤く，湧四！繍準が雛三であ

　譜撃蜜台盤疹幕は、歎！弩かない、、

　1判蟻の地向斜地域の研究は，台地の研究よも瑛，おくれてい2、、鴨沓糞の弾　論文嬢）は》

中圏の地商斜発達の一般的特徴を明らかにす嶺，事．養1二最初の試みであ軌地総斜の予察的な

分類がしめしてあ養．古期の台地ですでに麟化してい恐部分（楯状翅　梶〉いは板状地塊）1靴，

原生代以後に生じた地同斜は，原生代からその．蜷動様式をかえていない継漁型地向斜と遠つ

て鋒瞬断灘糞畿向，欝と1呼韓韓してい恐　（ζ：1：写篇ン覇ン糞斑向余業撃　ウ』ス！ノー凝慧向傘淳），、　諮疑擁篶盤慧業滋i鵜余トの糖1

としては鋒　シル夢ヤ華己麟罵に消湊或L．、た蓄馨崇嚢塞匙向余導があ恐、， 錫｛㌢に、柔ゆ℃は艶携警沓麟新禦婆藩聾乍ノ講気〆ゾ訟

結．襲，肇鷲蔵型1地爵壽余／が盤三じ襲いくつかの時代に才）たつて鳶嘱蕉しがこ。　胤のように鰹罰ヒ養雛也で竃慧寒

准陽楯状地の北斜面に，新成型の北准陽地向斜が，石炭紀とペルム紀の間存在Uていた。

　中購の地向斜の発達史，一様でないそ¢）存続期間，欝しく不ぞろいなそみ消滅の時期，なら

びに瞬一業嫌3斜系でしばし鳳みられる櫛至至i期の時代的なドずれ、誰は，s之三海の造1、L．時相説が根

拠がないものであ恐ことを証明するだけでなく挙大遣構輪廻の区分さ訳、もむ“、）かしく博　｝もの

である。羅一韓ツパと逆轍，中瞬のバリスカン以後の時代は，単一のアルプス造構運糞寿期とみ

蔭難一（5裏三＞
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イ1慌呂蔦瓦鷲、無・．ぎ擁矯は，醤生代古期轄ンドシガ著融地域幡孜，熱翻聾紛妻躯／三
代新期蓼、、紬）ヂ軸地域ζウ欝・軒地／韓斜，爵テ慧ルム地解翻1気らびに瀬生代読るいはヒ

畔モ磐駕早，，礎璽の摺曲地ま蒙黛ζヒで㌘ヤ，葦・ミ湾）が藍鋼きれる穏

　地1．、、〆i二）運勤様式の完了て、，糊一浮弍に従うも賦〉で激ない．古典的な地麟斜にもつとも近
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　30年にわたつて原生代とさ1組、ていた竜山層ンう　畿富なシルリヤ紀蓑蒼フオーナ治発兇され

た篭とは，1ξ国南部の地綴図を根本からかえてし鎌1》たが，こφ地域の造構的な性，質軽関すξ）

／提露ま，なお一義・的に解決きれてはいない。中羅爾葺藝全域紅わたつて，ヵレド識ヤ摺曲帯を

区分すること範対Lては，かな！痔功な反論がある．劉以宣・蘇広腰・編光復（おによると，

広東憲南部地区では，シルiノヤ系・デボソ系畷簾爽系が整合関係紅φるのが，しばしば観察さ

れる，合浦密付近では，整獄1重なるシノレリヤ系とデボソ系の接触部甑，薩接観察される。雷

；概教鉱鷺では，翠ヨ爽系とその㎜ヂ授1ゲ）シノレ毛’ヤ系との雛鵠こ．　う噴嚇いイ’酬岩構響（ま一2獅）がある．

銘《罎）



中1、雛iの重豊質轟緊遼まに隣婆鄭篠鳶薫撮まの研餐妻（桑野蕊葬夫罫轟履）

　しかU孕惹の地区紅は花闘螺1滋入岩体がきわめ斬（多い紅もかかわらず寒この礫岩の礫には

花陶．轡が窪つたく含麟鱒、い轍とは，特徴的であ為。と同時畿，シル墾内承訟石炭系の構鷺は

／「1二と液、ど1司じ、である待建奪そらく鉱の聡奪霧慧）舞箕／難は艶1墜．一趨と懸婿食紅蟻をす罫臆と鱒蟹響毒よう壽靱　ζ

の地区でカレド満ヤ蓉憲唯1運動を区馴す導ための，濫い論拠に』はな頓えないものであるう．

　先デボン系は，主として砂岩煮粘土鰻轡で代表され葛、、古生界下部’贋辱は，構対的であ恐

とはいえ大きく（ヵンブ！lヤ系とオルドビ＞へ系が薫，5《／伽，シル1嬉系が雛，辮切，懸わめて

安定しており，暦厚拶）署しい側方変化は認められない，、ご、の論文に翠レてあ鵜断髄では，・シル

夢ヤ系やデボソ系滋同様に，深三1炭系も，灘一でするどい，と趨こは転倒泰えしている摺曲群を

つく鷲ンてレ、るゆか擁・乏，榔は要　瀧才もらぴ毒実竃儲総1霧鳳．評ξき貰馨鞭1薯畜1シて聾憲き　爵翻ド晶ヤ難、難展まほと露）

、ど現わオ離ずき雑蟹難ヂ轡孫漆聾鴇こ9ノこ二のは争萎＝1懸訴矯細麟蕪の量インドシナヌ劉である～二糸吉譲舞している、）

　甲騒の地方地質構遣の地寅撃的研究法と鷺㌔2んで，一義ぎ駆、＞研究嚢は，転位頓地質力学的解繕

法を，．かな，IP広く利用している。こ融分野に黙1；謄選印長1光ご璽要／、鋳、論文は，ソ連の人びとには

なじみが深い．もう葱入の指導的欺構造地質畢蒸であぞ）張』父佑は，最近の論文く71駒で，

地質力単の観点から，中購の遣構的特徴を解釈Uてい罫，

　1判認では努地殻のブ“磐ク構遣鯵愚オめて脚蓬罷鷺麟レ払れてお窮　凝簗形紅懸え明瞭に月縄馨、）れて

い熱多数のブ署鴛》クがある，チベツト，タ蓼ム，ツアイ、ダ賜アシヤン筆ジ講ンガ夢ヤ》オル

ド．ス，　1環川，桑公｝漿はそれで凝）るが，　煮れ辱賦〉ブ難ックの多くは睾　料寿形であツ副ぐ要　しかも2との

麟瞬，頼翻購抑ブ齢評グ噛癖額方剛こ，嘱陳部¢が窮ノ究ぐは南北方薩“趣、いてい
る．

　張文佑は，粘土塊によ為室内、羅験で，同様な斜方形蘇療鴛ツクをつくつている。　「向麟．1軸

に薩角に．側羅を麟1えら渚L六冊長力形の粘二土重塞1週野購斜壕犬轍沈降㌔する ワ灘　蔦の長方ラ影の聯ほ真擁に』

ひびわれができ観叢合は，駈力のオか葛側／こむく長融をもウた，糾方体が生じ贔＿浸方形の粘

土塊が背斜状に淘蓬奎げる二，斜方で凝繕麟こ，狂切の方郎調角／こ並ぶ、、

　粛生代禽期のチベ撃ト襲タ妻ム撃ジ蔦ンガ婆ヤ野ツァイダム鉾ア漫・ンヤγ轄叢鳥　／として1難起

ブ騨ックがあ静，中國東、、翫）華北および華南地塊は難、く沈降むた、，中生代末には，中爆薦部で

は沈降が優勢で孫つたが，東部は主とし噴墜起しオニ、，Uかし第1三紀末ごろにはすでに・運鋤二方

向はふたたび逆になつた．張文絡は，長期　　わたつて沈降状態／嬢　　　．蕃判難東部瓠向斜状に沈

降す恐長方形の群1鷲エ蓼慧訟の殿1轍撃　季i響以雛三が齢ると費戴1薫もてい恐、、南北二方i懲の燐三力がかかる義齢

禽は，，疵力の力縄，つまり南北方向麺長軸をを　｝た斜方形○L）ブ葦二辱グが生じる．発腰過程では

譲三として舞粂起していた旧ll㎜．糞灘部はき背斜状麺量響1嶺皿御ゐ長方形（㊧粘二1、銘懸（沿よう甑行叢勧嘉聾そこに1

盤繊じたブ群ッタ1慮，欝撚謹譲舞超に疎獲び象二のて凝威ヂ，張を二文f轟・こよると警講嶺撲漆嚢馨麟飾ブ’偉ック鞍二濠》

れる現象は，地球の翻転速慶がか露・）る際，ならびに地穣の蒸観華積がしだいにへ恐なか臨放鮒

能の作用によつて肇地殻が一・時的に彗童茎張す岡際生じる肇応力鈴織果であ尋、、張文輪は黛古期鐙

台地の活発化も，鉱の、頭うな一時的な地球　）「膨張、1び結果の薫っであ鶴　と瀕えてい駆

　張文縮もまた，地球の鷺構的発達を過度藪機械講化し，灘純化してい急ことを非難溢れ恐で

　ろうが，塘殻のブ欝ッダ構遣と，深部断裂がもつきわめ　懲　餐な役わし浸漁こ関す≧数・れ4ノ思

‘想、は，正しく，　声ぐして貴重なも（ひ陶あ罫、　まして》黄1及溝⇔禽めてr　l判1穿ダく○地質家が・　わ

ずか数年輸窯では，深部断．蔓紅対してきわめ匿機疑的な態鱗をとザぐいた瓢と慶誘え恐と，な

おさらこ（～、）濫うにい凡るのζ慧／

　　こ¢）ように孚ll輩ノ～驚づ懸壌i隣1　菱メき一構黛および翅三プ諮簿造諺癒撒票　味災本腿繁懸を鐸碁溺桑〕す燈た忍隔

　しぱし・ば科蒙譲勺揖慧浮塗貌慈、選葺究方法も募i勢なる，欝くの地質騨が，　翻夢警をすすめてレ・1漏　奮緯遣蝿三質郭

のいくづ瞬耀＞，方向が形成審れトぐおり，宇声（呂〉慧，そ¢分類を試みている癖かれは濤つの：薫

要な方向を区別Lたが，麹つは李顕光が指導す諏雛ので，普通，地質力讐鮒方海と呼ばれてい

る。この学派）地質家は，数学，物理，工学の命題を広く適灘し艶力学的な簿孟点か飾地質構燃

を研兜している。しかしもう至つの，通常のi触・地鰻　縫勺」．研究方法を使う地．斐的方向は・は愚

馨嚢一（萎葱慕）



　　　　　　　　　　　　　　　　　地質調査駈声彗報（第菊巻綿む粉

か靴発機乱／セており，“i）学派／嶺ま，黄汲溝・罵箸懸い練鍵達・張柏声纏喩徳淵など，蕊嶺な地

質家が鰍ヅ笈いる登しか菰れら磯膿簿“人蓋．や覇魔、、、露麟沁は違つて㌧’観黄汲潮馬

中懸の地質椿卸特徴1灘無館勺なことで謝・るとい普通の台地に薄蜜べて不安定性が大きい痔曳

特な、構燈要素として，　1準禽地！を区甥してい≧》r或た黄汲満涼，ぞ鈴論文で，地向斜的発展

ぜ、幽脚鍵駄多輪廻・監慕d磁し覧・翫ノ墾，馨嚇総姓撫・獲紛期嬬駅かきちれる特徴償細1）

とあやま就）て㌧鷲讐えてヤ・脇駅強S）崇

　　蜘濁達は，1判難繍！笠麟・研発を締ナ，薩鑑艶紅生／、ごた中生代の造欄／響｝髄検討い（i自 地

窪㎜1構遣瞬撚）を区劉することを提案乳．、尭、、かれジ．）考嘆、で捻，こ、ぜ）構造鵜すで麺舞鵡三つて

い類受癖齢憶，段階1欝謂薦，地殻の発1麹）産物騨戯鵡．張交佑魏地贈騨ざ法ばか参でな

く，地質構造拳）地質力学的分析も利用しズい《）が，≧二のこと1馬かれが指導して編集した中爆

地質構透図絡）／こ反映され知籍薦、飽の中il濁の構叢．職質塞にも，同様な個．入的な特徴がみら

れる，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴　　灘
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訳注3）最近の兜解にダ舗嘆は，黄汲溝藩姜轡発（鍮藝窯）纏蟹学報，覗（勃，獅一i灘を参
　　　　　　　　　照，，また黄汲溝とi鱗乏難韓鍔）、雛大癖、壌ゆ榔斐に鴫）いでは，張懸鴨（繍護）掌i・学遜

　　　　　　　　軌鍮鉱第導隼駐導一魏｛／を参照麟／もたい。
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